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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】リビングや玄関等、家屋内のいたるところに飾
ることにより、防災セットの家庭内紛失や食料品等の賞
味期限切れを防ぎ、災害時でもすぐに持ち出すことがで
きる防災用品入れを提供する。
【解決手段】布製で歩行等の邪魔にならない薄型の箱状
に形作った入れ物で、ハンガー５や画鋲等を用いて壁面
やハンガーフックに設置する機構を持ち、正面を額状１
にすることで、好みのデザインで飾ることができるよう
にして防災用品入れを構成する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
リビングや玄関等、家屋内のいたるところに飾ることができ、常時目に付く場所に保管す
ることで、突然訪れる災害等の際にすぐに持ち出せることを目的とした防災用品入れ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、リビングや玄関等、家屋内のいたるところに飾ることができる防災用品入れに
関する。
【背景技術】
【０００２】
家庭用防災セットの普及が進んでいく中、用意した防災セットをクローゼットや押し入れ
等にしまい込んでしまうことが多く、実際の災害時にどこにあるのかわからなくなってし
まう場合や、長期間しまい込んでいることでせっかく用意した食料品等の消費期限が過ぎ
てしまうこともあり、災害時に大きな社会問題になりうる。このため、常に目に見える場
所に防災セットを保管できる入れ物があれば理想的である。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
災害時に社会的な問題となりうる家庭用防災セットの保管方法の課題を解決するのが本考
案である。現在、市場では様々な防災バッグが販売されているものの、そのほとんどが持
ち運びの際の使用感だけを考えられたつくりであり、保管時にはクローゼットや押し入れ
にしまわれてしまうものである。このため、いざという時に取り出せなかったり、防災セ
ット自体の存在をわすれてしまい、バッグ内の防災用食料の消費期限が切れてしまう等の
大きな課題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
上記目的を達成するために、布製で歩行等の邪魔にならない薄型の箱状に形作ることで、
画鋲等で壁面に設置することができ、また、ハンガー等に引っかけられるようフックを取
り付けることで壁面だけでなく様々な場所に設置し、飾ることができる。
【考案の効果】
【０００５】
本考案の防災用品入れに防災用品を収納することで、防災セットの家庭内紛失や食料品等
の消費期限切れを防ぎ、災害時でもすぐに持ち出すことができる。
【考案を実施するための最良の形態】

【実施例】
【０００６】
以下添付図面に従って実施例を説明する。図面１は全体のイメージ図で、図面２は正面か
ら見た図、図面３は背面から見た図、図面４は正面額部分の中身を変更したイメージ図で
ある。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】全体イメージ図
【図２】正面から見た図
【図３】背面から見た図
【符号の説明】
【０００８】
１　額部分
２　入れ物を連結するためのチャック
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３　ハンガー等にぶら下げるための面ファスナー
４　物入れ入口部分
５　ハンガー

【図１】 【図２】
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【図３】

【手続補正書】
【提出日】平成21年8月19日(2009.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
布製で歩行等の邪魔にならない薄型の箱状に形作った入れ物で、ハンガーや画鋲等を用い
て壁面やハンガーフックに設置する機構を持ち、正面を額状にすることで、好みのデザイ
ンで飾ることができる防災用品入れ。
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